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主な記事

2・3面 2024都本部組織集会

2024人員確保闘争・現業統一闘争 第2次闘争 結果

コラム 政治って働き方に影響あるの？

4面 私のおすすめ（多摩川競艇労働組合 執行委員長 中神 典世）

連載 私たちが働きやすい職場づくり「岸まきこ」ともに⑤ 公競評

企 画 総 務 局

再
任
用
・
中
高
年
層
の
賃
上
げ
急
務

市
町
職
、
地
域
手
当
20
％
実
現
を
め
ざ
す
闘
い

10
月
9
日
に
特
別
区
、
18
日
に
東
京
都
の
人
事
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
勧
告
を
行
っ
た
。
都
・
区
と
も
に
3
年
連
続
の
月
例
給
お
よ
び
一
時
金
を
引
上
げ

る
勧
告
が
行
わ
れ
た
。
平
均
引
上
げ
額
は
都
・
区
と
も
に
1
万
円
を
超
え
る
勧
告
と
な
っ

た
が
、
中
高
年
層
で
は
都
・
区
と
も
に
1
、0
0
0
円
（
0
・
3
％
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。

国
の
勧
告
で
も
最
低
引
上
げ
額
は
3
、3
0
0
円
で
あ
り
、
1
％
を
上
回
る
引
上
げ
と
な

っ
て
い
る
。
民
間
春
闘
や
引
き
続
く
物
価
高
騰
、
そ
し
て
東
京
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
れ

ば
到
底
、
納
得
で
き
る
勧
告
内
容
で
は
な
い
。
都
本
部
は
2
0
2
4
賃
金
確
定
闘
争
方
針

を
確
立
し
、
全
単
組
、
全
組
合
員
の
結
集
の
も
と
、
全
力
で
取
り
組
む
。

都
・
区
の
勧
告
の
状
況

月
例
給
に
つ
い
て
、
東
京
都

人
事
委
員
会
勧
告
で
は
、
公
民

較
差
1
0
、5
9
5
円
、2
・
59

％
と
し
、
平
均
改
定
率
2
・
7

％
の
給
料
表
の
引
上
げ
改
定
と

し
た
。
特
別
区
人
事
委
員
会
で

は
公
民
較
差
1
1
、
0
2
9

円
、
2
・
89
％
と
し
、
平
均
改

定
率
3
・
0
％
の
給
料
表
の
引

上
げ
改
定
と
し
た
。
都
・
区
と

も
に
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
ふ
ま
え
初
任
層
に
重
点
が

置
か
れ
、
中
高
年
層
の
引
き
上

げ
幅
は
1
、0
0
0
円
程
度
に

留
ま
り
、
到
底
納
得
で
き
る
改

定
内
容
で
は
な
い
。
都
・
区
と

も
に
実
施
日
は
2
0
2
4
年
4

月
と
さ
れ
て
い
る
。

一
時
金
に
つ
い
て
は
都
・
区

と
も
に
0
・
2
月
の
引
上
げ

（
再
任
用
0
・
1
月
）
と
し
、

引
き
上
げ
分
は
期
末
手
当
お
よ

び
勤
勉
手
当
に
均
等
に
配
分
す

る
と
さ
れ
た
。
期
末
手
当
に
配

分
さ
れ
た
こ
と
は
一
定
評
価
で

き
る
。
実
施
日
は
都
人
勧
で
は

2
0
2
4
年
12
月
期
か
ら
、
区

人
勧
で
は
条
例
公
布
日
か
ら
と

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
諸
手
当
で
は
、
特
に

扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
都
・
区

と
も
に
配
偶
者
に
か
か
る
手
当

を
廃
止
し
、
子
に
か
か
る
手
当

の
引
き
上
げ
を
行
う
。
相
違
点

と
し
て
都
人
勧
で
は
子
に
か
か

る
手
当
を
1
3
、0
0
0
円
に

引
き
上
げ
る
と
し
、
今
夏
出
さ

れ
た
人
事
院
勧
告
と
同
様
に
2

年
間
で
段
階
的
に
実
施
と
し
た

が
、
区
人
勧
で
は
子
に
か
か
る

手
当
を
1
0
、5
0
0
円
、3
年

間
の
段
階
的
引
き
上
げ
と
し
て

い
る
。
都
・
区
と
も
に
2
0
2

5
年
4
月
か
ら
の
実
施
と
し
て

い
る
。
配
偶
者
に
か
か
る
手
当

の
み
支
給
対
象
の
場
合
は
減
額

さ
れ
る
の
み
と
な
り
、
課
題
が

残
る
。
な
お
、
人
事
院
勧
告
で

は
再
任
用
職
員
の
手
当
支
給
を

拡
大
す
る
と
し
て
、
住
居
手
当

も
対
象
と
し
て
勧
告
さ
れ
て
い

る
が
、
都
人
勧
で
は
全
く
触
れ

ら
れ
ず
、
区
人
勧
で
は
今
後
の

給
与
制
度
に
つ
い
て
の
中
で

「
高
齢
層
職
員
の
能
力
及
び
経

験
の
活
用
に
資
す
る
取
組
の
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
」
と
さ

れ
、
支
給
拡
大
の
見
直
し
に
む

け
た
言
及
に
至
っ
て
い
な
い
。

都
本
部
の
闘
争
方
針

闘
争
方
針
で
は
東
京
の
生
活

実
態
・
業
務
実
態
に
見
合
う
賃

金
水
準
と
一
時
金
の
支
給
月
数

の
引
上
げ
を
は
じ
め
と
し
て
、

再
任
用
職
員
の
常
勤
職
員
と
同

等
の
一
時
金
支
給
月
数
確
保
な

ど
の
賃
金
水
準
の
抜
本
的
な
見

直
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

雇
用
年
限
撤
廃
や
賃
金
改
定
の

遡
及
実
施
な
ど
の
処
遇
改
善
を

含
む
12
点
の
重
点
課
題
を
設
定

し
た
。
と
り
わ
け
地
域
手
当
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
自
治
体

ご
と
の
設
定
か
ら
都
道
府
県
単

位
に
広
域
化
さ
れ
、
人
事
院
勧

告
で
東
京
都
の
支
給
率
は
16
％

と
さ
れ
た
中
で
も
、
都
人
勧
で

は
「
区
部
と
多
摩
地
域
の
連
続

性
・
一
体
性
に
よ
る
状
況
に
変

化
は
な
い
た
め
引
き
続
き
20
％

と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
国
の

支
給
基
準
を
超
え
る
こ
と
で
課

せ
ら
れ
て
き
た
特
別
交
付
税
の

減
額
措
置
も
廃
止
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
人
員
確
保
の
観
点
か
ら

講
じ
ら
れ
た
措
置
で
あ
り
、
三

多
摩
地
域
に
お
い
て
は
区
部
と

同
様
の
20
％
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
、
再
任

用
職
員
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な

知
識
や
経
験
を
持
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
賃
金
水

準
は
年
金
支
給
開
始
年
齢
が
65

歳
と
な
っ
た
今
日
に
お
い
て

も
、
60
歳
か
ら
の
年
金
支
給
を

前
提
と
し
た
低
水
準
の
ま
ま

だ
。
一
時
金
の
支
給
月
数
を
は

じ
め
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
求

め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

2
0
2
4
賃
金
確
定
闘
争
は

統
一
行
動
日
を
11
月
15
日
に
設

定
、
「
早
朝
29
分
時
間
内
集

会
」
の
戦
術
を
配
置
し
、
全
単

組
で
交
渉
を
進
め
る
。

交
渉
に
お
い
て
は
、
重
点
課

題
に
基
づ
い
た
統
一
指
標
を
定

め
、
交
渉
状
況
を
単
組
・
都
本

部
間
で
随
時
共
有
、
指
標
到
達

の
判
断
を
行
う
。
都
本
部
に
お

い
て
は
、
東
京
地
公
労
へ
の
結

集
、
都
労
連
・
特
区
連
・
東
京

清
掃
労
組
と
の
連
携
強
化
と
と

も
に
、
各
単
組
の
交
渉
状
況
の

把
握
と
闘
争
情
報
の
発
行
に
よ

り
交
渉
状
況
の
全
体
化
を
図

る
。
各
単
組
の
交
渉
時
に
は
統

一
要
求
に
対
す
る
当
局
回
答
と

交
渉
状
況
に
関
す
る
各
単
組
の

情
報
を
踏
ま
え
、
単
組
執
行
部

と
の
緊
密
な
意
思
疎
通
の
も

と
、
交
渉
戦
略
を
と
も
に
考

え
、
単
組
交
渉
を
全
力
で
サ
ポ

ー
ト
し
、
交
渉
到
達
点
の
底
上

げ
を
め
ざ
す
。

統
一
要
求
書
は
、
自
治
体
単

組
と
臨
時
・
非
常
勤
単
組
の
連

名
に
よ
る
提
出
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
公
共
民
間
単
組
で
は
統

一
要
求
書
の
ほ
か
、
独
自
要
求

書
モ
デ
ル
も
作
成
し
、
単
組
の

実
情
に
合
わ
せ
た
独
自
要
求
書

の
提
出
を
推
進
す
る
。

自
ら
の
賃
金
・
労
働
条
件
は

労
使
交
渉
で
決
定
す
る
こ
と
が

自
治
労
運
動
の
基
本
で
あ
る
。

要
求
実
現
の
た
め
に
は
、
全
て

の
組
合
員
が
、『
統
一
闘
争
』

に
結
集
し
て
声
を
上
げ
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
だ
。

※実施時期について
【給料表】都・区：2024年4月遡及
【一時金】都：12月期一時金、区：条例交付日
【諸手当】都・区：2025年4月

闘争スケジュール

●要求書提出基準日 10月30日（水）
●回答指定日 11月8日（金）
●交渉ゾーン
11月8日（金）～11月14日（木）

●交渉ヤマ場 11月14日（木）
●統一行動日 11月15日（金）

自治労組織内候 補
予定者

20
代
で
結
婚
、

そ
の
後
子
育
て
、

あ
れ
か
ら
あ
っ
と

い
う
間
に
30
年
が

経
過
し
、
こ
ん
な

私
に
も
初
孫
が
で

き
、
10
月
に
3
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
▼
こ
れ
ま
で
の
人

生
、
長
い
よ
う
で
短
く
感
じ

て
い
る
の
は
年
の
せ
い
な
の

か
、
充
実
し
て
い
た
か
ら
な

の
か
、
は
っ
き
り
言
っ
て
わ

か
ら
な
い
。
家
族
を
養
う
た

め
に
が
む
し
ゃ
ら
に
生
き
て

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
▼
誰

で
も
そ
う
だ
と
思
う
が
、
人

生
の
中
で
仕
事
は
大
半
を
占

め
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
働

く
職
場
の
業
務
内
容
、
あ
る

い
は
人
間
関
係
が
最
も
重
要

に
な
っ
て
く
る
▼
今
年
の
春

闘
で
は
民
間
賃
金
が
上
が

り
、
公
務
員
賃
金
も
上
が
る

こ
と
と
な
る
。
物
価
も
上
昇

す
る
中
、
賃
上
げ
は
非
常
に

あ
り
が
た
い
事
で
は
あ
る

が
、
人
生
の
大
半
は
職
場
で

働
く
こ
と
で
あ
る
た
め
、
お

金
も
必
要
だ
が
「
働
き
や
す

い
職
場
」「
子
育
て
し
や
す

い
職
場
」
を
め
ざ
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
う
▼
今
後
、

長
き
に
わ
た
り
働
く
若
い
組

合
員
の
皆
さ
ん
へ
。
こ
れ
か

ら
の
役
所
人
生
、
あ
な
た
方

次
第
で
大
き
く
変
わ
る
は

ず
。
楽
し
い
人
生
が
送
れ
る

よ
う
エ
ー
ル
を
送
る
。

（
新
海
）

東奔西走

岸 まきこ

概 要 都 特別区 国

公民較差 10，595円（2．59％） 11，029円（2．89％） 11，183円（2．76％）

給料表 平均改定率：2．7％
（0．3％～17．9％）

平均改定率：3．0％
（0．3％～15．6％）

平均改定率：3．0％
（1．1％～14.1％）

一時金 4．65月⇒4．85月（0．2月引上げ）
再任用2．45月⇒2．55月（0．1月引上げ）
配分：期末、勤勉に均等配分（再任用含む）

4．50月⇒4．60月
（0．1月引上げ）

再任用2．35月⇒2．40
月（0．05月引上げ）
配分：期末、勤勉に
均等配分（再任用含
む）

地域手当 20％ 20％ 都：16％ 区：20％

扶養手当 配偶者：6，000円
⇒廃止

子：9，000円
⇒13，000円

2年で段階的に実施

配偶者：6，000円
⇒廃止

子：9，000円
⇒10，500円

3年で段階的に実施

配偶者：6，500円
⇒廃止

子：10，000円
⇒13，000円

2年で段階的に実施

通勤手当 支給限度額：55，000
円＋新幹線・特急料
金1／2（上限2万円）
⇒150，000円
（新幹線・特急料金
も範囲内で全額支
給）

見直しに向けた検討 支給限度額：55，000
円＋新幹線・特急料
金1／2（上限2万円）
⇒150，000円
（新幹線・特急料金
も範囲内で全額支
給）

再任用職員
の手当支給
拡大

言及なし 能力及び経験の活用
に資する取組の検討

・住居手当
・特地勤務手当
・寒冷地手当 他

その他 在宅勤務手当の新設

自治労東京都本部は、第49回中央委員会
において第27回参議院議員選挙全国比例
区における自治労組織内候補予定者に
「岸まきこ」（現参議院議員）の推薦を決
定しました。

自治労東京都本部は、第49回中央委員会
において第27回参議院議員選挙全国比例
区における自治労組織内候補予定者に
「岸まきこ」（現参議院議員）の推薦を決
定しました。

2024賃金確定闘争、始まる2024賃金確定闘争、始まる
都・区ともに引上げ勧告都・区ともに引上げ勧告

（都10，595円2．59％、0．2月・区11，029円、2．89％、0．2月）（都10，595円2．59％、0．2月・区11，029円、2．89％、0．2月）

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1365号（１）2024年11月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）



27第 回 ベストショットコンクールベストショットコンクール
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コラム

政
治
っ
て

働
き
方
に
影
響
あ
る
の
？

自治労東京組合員・退職者会会員であること。 
応 募 資 格  

10
月
19
日
、
都
本
部
は
2
0

2
4
組
織
集
会
を
日
本
教
育
会

館
で
開
催
し
、
40
単
組
94
名
が

参
加
し
た
。
組
合
員
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、
本

集
会
に
て
具
体
的
な
取
り
組
み

を
周
知
し
、
組
織
率
の
向
上
、

良
好
な
組
織
体
制
と
単
組
の
活

性
化
を
め
ざ
す
。
前
半
は
全
体

会
、
後
半
は
3
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
て
情
報
を
共
有
し
た
。

全
体
会
の
冒
頭
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
松
村
中
央
執
行

委
員
長
は
、
自
身
が
単
組
役
員

と
な
り
活
動
し
て
い
た
当
時
を

振
り
返
り
、「
役
員
は
職
場
の

課
題
を
把
握
す
る
た
め
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
、
課
題
解
決
の
た
め

改
善
に
む
け
た
交
渉
を
行
う
こ

と
が
組
合
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
」
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
組
合
員
に
見
せ
る
こ
と
が

組
織
強
化
拡
大
に
つ
な
が
る
と

述
べ
た
。
自
治
労
組
織
内
の
岸

ま
き
こ
参
議
院
議
員
か
ら
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
後
、
江
森

副
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
の
基

調
提
起
で
は
、「�
組
織
人
員
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
�
と

い
う
前
期
取
り
組
み
期
間
の
目

標
に
は
、
到
達
で
き
て
い
な

い
。
本
組
織
集
会
で
共
有
し
た

内
容
を
単
組
に
持
ち
帰
り
、
組

織
化
の
対
象
と
な
る
す
べ
て
の

未
加
入
者
の
加
入
促
進
に
つ
な

が
る
集
会
と
し
た
い
」
と
し
、

①
自
治
体
単
組
に
お
け
る
新
規

採
用
職
員
の
加
入
促
進
②
会
計

年
度
任
用
職
員
の
組
織
化
③
未

加
入
者
の
加
入
促
進
（
公
共
民

間
）
④
再
任
用
・
再
雇
用
者
、

役
職
定
年
者
の
組
織
化
⑤
脱
退

者
対
策
の
5
つ
の
課
題
に
つ
い

て
提
起
が
あ
っ
た
。
続
く
基
調

講
演
で
は
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー

プ
労
働
組
合
組
織
局
次
長
の
山

本
崇
さ
ん
よ
り
、『
新
規
採
用

者
・
非
正
規
社
員
の
組
織
拡
大

の
取
り
組
み

持
続
的
な
労
働

組
合
の
構
築
に
向
け
て
』
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
受
け
た
。
講
演

で
は
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
労

働
組
合
で
の
組
織
強
化
・
拡
大

に
む
け
た
取
り
組
み
の
方
針
、

山
本
さ
ん
自
身
が
取
り
組
ん
だ

組
合
説
明
会
の
実
演
や
新
規
採

用
者
の
「
心
の
掴
み
方
」、「
わ

か
り
や
す
い
」
を
め
ざ
し
て
コ

ス
ト
を
か
け
ず
に
組
合
加
入
を

促
進
す
る
た
め
に
実
際
に
説
明

会
で
使
用
し
て
い
る
資
料
や
動

画
を
交
え
、
説
明
会
で
の
服
装

や
話
を
す
る
と
き
の
間
の
取
り

方
な
ど
の
細
部
に
わ
た
っ
て
ノ

ウ
ハ
ウ
を
話
し
、
単
組
で
の
仲

間
作
り
、
特
に
新
規
採
用
者
へ

の
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

機
会
と
な
っ
た
。

2
0
2
4
都
本
部
組
織
集
会
（
全
体
会
）

職
場
課
題
に
ア
ン
テ
ナ
を

「
わ
か
り
や
す
い
」
が
活
性
化
に
つ
な
が
る

▲全体会の様子

●
組
織
集
会

第
1
分
科
会

第
1
分
科
会
で
は
、
①
組
織

強
化
に
お
け
る
「
情
報
発
信
ア

プ
リ
」
の
活
用
②
若
手
組
合
員

協
力
者
の
確
保
③
新
た
な
担
い

手
の
確
保
に
つ
い
て
3
つ
の
単

組
か
ら
取
り
組
み
事
例
、
課
題

の
報
告
を
受
け
、
各
報
告
に
関

す
る
討
論
を
行
っ
た
。
①
武
蔵

野
市
職
労
の
小
町
委
員
長
か
ら

は
若
手
組
合
員
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
都
内
自
治
体
単
組
で
初

の
情
報
発
信
ア
プ
リ
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｇ
」
を
導
入
。
紙
媒
体
の
環

境
負
荷
や
配
布
業
務
を
低
減

し
、
電
子
媒
体
な
ら
で
は
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信
や
福

利
厚
生
事
業
な
ど
、
導
入
に
あ

た
っ
て
の
経
緯
も
含
め
て
「
組

織
強
化
＋
α
」
の
効
果
等
が
報

告
さ
れ
た
。
②
北
区
職
労
の
中

山
書
記
長
は
同
世
代
の
30
〜
40

代
組
合
員
を
巻
き
込
み
、「
新

採
Ｐ
Ｔ
」
を
立
ち
上
げ
、「
と

に
か
く
楽
し
い
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
新
人
歓
迎
会
を
企
画
し
た

こ
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
を

も
と
に
声
掛
け
を
積
極
的
に
行

い
、
次
回
に
む
け
た
協
力
組
合

員
15
名
の
確
保
に
至
っ
た
こ

と
、
そ
の
中
か
ら
新
た
な
役
員

も
誕
生
し
た
こ
と
な
ど
具
体
的

な
報
告
が
あ
っ
た
。
③
自
治
労

多
摩
市
職
の
中
村
委
員
長
か

ら
、
競
合
単
組
で
思
う
よ
う
に

組
合
員
数
も
増
え
に
く
く
役
員

の
担
い
手
が
不
足
す
る
状
況
な

が
ら
も
、
昨
年
度
新
た
な
若
手

役
員
2
名
が
誕
生
。
中
村
委
員

長
は
仕
事
に
手
を
抜
か
な
い
こ

と
で
、
信
頼
関
係
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
自
身
が
一

緒
に
組
合
活
動
を
し
た
い
方
に

声
か
け
し
た
こ
と
が
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
、
と
報
告
が
あ
っ

た
。
あ
わ
せ
て
、
新
た
に
役
員

と
な
っ
た
上
原
さ
ん
、
佐
藤
さ

ん
よ
り
、
声
掛
け
が
き
っ
か
け

と
な
り
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

た
、
組
合
活
動
が
身
近
で
あ
っ

た
な
ど
、
役
員
を
担
お
う
と
思

っ
た
理
由
な
ど
の
報
告
も
あ
っ

た
。

若
者
と
と
も
に
進
め
る
持
続
可
能
な
単
組
づ
く
り
と
組
合
運
動

▲武蔵野市職労
小町委員長

2
0
2
4
都
本
部
人
員
確
保

闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
（
第
2

次
闘
争
）
は
、
東
京
都
総
務
局

行
政
部
市
町
村
課
へ
の
要
請
行

動
や
、
全
国
各
地
に
お
け
る
委

託
事
業
の
「
再
公
営
化
」
な
ど

を
背
景
に
、
自
治
労
に
結
集
す

る
す
べ
て
の
自
治
体
単
組
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
る
「
統
一
闘

争
」
と
し
て
、
本
部
提
起
の
闘

争
日
程
に
合
わ
せ
取
り
組
ん
で

き
た
。
10
月
18
日
の
統
一
行
動

日
に
む
け
取
り
組
ん
だ
結
果
、

市
町
職
単
組
中
交
渉
の
ヤ
マ
場

で
あ
っ
た
10
月
17
日
ま
で
に

は
、
要
求
書
提
出
が
13
単
組
、

う
ち
8
単
組
で
前
進
回
答
を
勝

ち
取
っ
た
。

人
員
確
保
闘
争
に
お
い
て

は
、
年
度
当
初
に
加
え
、
そ
れ

以
降
に
生
じ
た
欠
員
補
充
、
現

業
統
一
闘
争
に
つ
い
て
は
、
新

規
採
用
に
つ
い
て
一
歩
で
も
前

進
を
図
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
最

大
の
課
題
と
し
、
同
時
に
現
業

・
非
現
業
を
問
わ
ず
、
2
0
2

5
年
度
の
執
行
体
制
に
お
い

て
、
新
規
採
用
や
再
任
用
職
員

を
含
め
た
必
要
な
人
員
配
置
の

実
現
を
め
ざ
し
、
統
一
行
動
日

に
は
1
時
間
を
上
限
と
す
る
ス

ト
ラ
イ
キ
戦
術
を
配
置
し
な
が

ら
闘
争
に
取
り
組
ん
だ
。
現
状

抱
え
て
い
る
欠
員
に
つ
い
て
、

西
東
京
職
労
、
日
野
市
職
、
調

布
市
職
労
な
ど
、
す
べ
て
の
単

組
で
年
度
途
中
の
採
用
や
新
年

度
採
用
者
の
�
前
倒
し
�
採
用

に
よ
る
補
充
を
確
認
し
た
も
の

の
、
途
中
退
職
が
後
を
絶
た

ず
、
新
た
な
欠
員
が
生
じ
て
い

る
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
た
、
新
年
度
の
採
用
予
定
者

か
ら
相
当
数
の
辞
退
者
が
出
て

お
り
、
対
応
と
し
て
急
遽
追
加

募
集
を
実
施
す
る
単
組
も
み
ら

れ
た
。

現
業
統
一
闘
争
に
お
い
て

は
、
第
2
次
闘
争
前
段
ま
で

に
、
青
梅
市
職
、
八
王
子
市

職
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
豊
島
、
新

宿
区
職
労
、
東
京
清
掃
労
組
な

ど
で
採
用
を
勝
ち
取
っ
た
。
残

念
な
が
ら
今
闘
争
期
に
お
い
て

新
た
な
採
用
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
、
町
田
市
職
労
、
昭
島

市
職
労
、
小
金
井
市
職
に
お
い

て
、
現
業
職
員
が
培
っ
て
き
た

知
識
や
経
験
が
活
か
せ
る
職
の

確
立
に
む
け
た
労
使
協
議
・
意

見
交
換
の
場
の
設
置
や
、
設
置

に
至
ら
な
い
単
組
で
は
直
営
の

重
要
性
や
必
要
性
を
確
認
し

た
。
更
に
、
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
る
単
組
で
の
定
期
的
な
開

催
が
確
認
さ
れ
た
単
組
も
あ

り
、
全
体
と
し
て
前
進
回
答
を

勝
ち
取
っ
た
。

都
本
部
は
今
後
も
交
渉
を
継

続
す
る
単
組
と
一
体
と
な
り
、

2
0
2
5
年
4
月
、
全
単
組
に

お
け
る
業
務
量
に
見
合
う
必
要

な
人
員
配
置
を
め
ざ
し
、
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

2
0
2
4
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争

第
2
次
闘
争

結
果

13
単
組
、
う
ち
8
単
組
で
前
進
回
答
を
勝
ち
取
る

▲現業統一闘争決起集会（第2次・10月8日）の様子

第
50
回
衆
議
院
議
員
選
挙
が

10
月
27
日
に
投
開
票
を
迎
え
ま

し
た
。
各
自
治
体
で
も
非
常
に

短
期
間
の
中
で
業
務
に
従
事
さ

れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
多
く

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
大

変
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
タ
イ
ト
ル
で

も
あ
り
ま
す
が
、
政
治
は
私
た

ち
の
働
き
方
に
確
実
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ
う
は
い

っ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
。
そ
ん

な
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
少
し
掘
り
下
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
労
の
組
織
内
国
会
議
員

に
は
現
在
、
参
議
院
の
全
国
比

例
か
ら
選
出
さ
れ
た
「
岸
ま
き

こ
」
参
議
、「
鬼
木
ま
こ
と
」

参
議
の
2
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。「
一
人
や
二
人
じ
ゃ
意
味

な
い
で
し
ょ
？
」
と
思
わ
れ
る

方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。例

え
ば
、
私
た
ち
地
方
公
務

員
の
賃
金
や
労
働
条
件
に
影
響

を
及
ぼ
す
法
案
が
提
出
さ
れ
た

と
し
ま
す
。
法
案
審
議
は
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
組
織
内
議
員
が
質
疑
を
行

い
、
有
益
な
回
答
を
引
き
出

し
、
懸
念
さ
れ
る
事
項
を
払
拭

し
得
る
文
言
を
附
帯
決
議
に
盛

り
込
む
な
ど
し
て
法
案
に
一
定

の
抑
止
効
果
を
持
た
せ
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
で

法
案
の
成
立
可
否
は
左
右
さ
れ

ま
す
が
、
組
織
内
議
員
が
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
法
案
の
審
議

・
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
与

し
、
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
逆
に
言
え

ば
、
組
織
内
議
員
が
い
な
け
れ

ば
一
切
関
与
で
き
ず
、
私
た
ち

の
声
は
届
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
賃
金
・
労
働
条
件

は
、
法
律
や
条
例
に
左
右
さ
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
は
、
働

く
者
の
立
場
に
立
っ
た
政
策
・

制
度
を
深
く
理
解
す
る
仲
間
が

「
組
織
内
議
員
」
と
し
て
議
会

に
参
画
し
て
い
く
こ
と
は
、
労

働
運
動
の
一
つ
で
あ
り
、
不
可

欠
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

●
国
民
の
声
が
世
の
中
を
変
え

る今
回
の
第
50
回
衆
議
院
議
員

選
挙
に
お
い
て
は
都
本
部
が
推

薦
し
、
協
力
す
る
立
候
補
者
22

名
中
21
名
が
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
し
て
全
国
で
は
15
名

の
組
織
内
議
員
が
衆
議
院
の
議

席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

今
の
政
治
に
対
す
る
国
民
の

疑
念
・
不
信
が
政
治
を
変
え
ま

し
た
。
こ
れ
は
改
善
に
む
け
た

第
一
歩
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
国

民
の
思
い
や
不
満
は
確
実
に
政

治
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
社
会
を

変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
示

さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

よ
り
身
近
な
視
点
で
は
、
都

議
会
議
員
や
自
治
体
議
員
を
通

じ
て
当
局
や
議
会
に
質
問
を
投

げ
か
け
た
り
、
要
請
を
実
施
す

る
と
い
う
効
果
も
持
ち
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
は
小
さ
な
こ
と

の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
す
ぐ
に

は
効
果
が
実
感
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
労
使

交
渉
だ
け
で
は
な
く
、
議
会
・

政
治
の
場
に
お
い
て
も
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し

ず
つ
、
確
実
に
、
私
た
ち
の
実

態
に
即
し
た
労
働
環
境
の
整
備

を
前
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

自
治
労
東
京
は
1
自
治
体
1

議
員
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
賃
金
・
労
働
条
件
を
、

「
私
た
ち
自
身
で
」よ
り
良
い
も

の
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、
協

力
し
て
く
れ
る
議
員
さ
ん
を
増

や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲北区職労
中山書記長

▲全体会講師の日本郵政グルー
プ労組の山本組織局次長

▲自治労多摩市職
中村委員長

●
組
織
集
会

第
2
分
科
会

「
組
織
強
化
・
拡
大
は
働
く
者
の
雇
用
安
定
と
処
遇
改
善
の
た
め
に
」

〜
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
む
け
て
〜

第
2
分
科
会
で
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
雇
用
年
限
の
撤

廃
と
処
遇
改
善
に
む
け
、
職
場

・
職
種
・
立
場
の
違
い
を
越
え

て
課
題
を
共
有
し
、
好
事
例
に

学
び
な
が
ら
組
織
強
化
・
拡
大

を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
、

講
演
と
4
つ
の
単
組
か
ら
の
事

例
報
告
を
行
っ
た
。
講
演
「
臨

時
・
非
常
勤
職
員
の
雇
用
年
限

の
課
題
」
に
つ
い
て
は
自
治
労

本
部
の
林
総
合
労
働
局
長
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
で

は
、
雇
用
年
限
の
撤
廃
に
か
か

る
総
務
省
の
事
務
処
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
変
更
内
容
に
つ
い
て
触

れ
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
人
員
調
整

弁
と
さ
れ
な
い
よ
う
交
渉
し
、

雇
用
年
限
の
撤
廃
を
勝
ち
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
。
事
例
報
告
で

は
、
①
東
京
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
非

正
規
職
員
労
働
組
合
の
五
十
嵐

執
行
委
員
長
よ
り
雇
用
年
限
が

撤
廃
さ
れ
て
も
不
透
明
な
成
績

評
価
に
よ
り
雇
用
が
不
安
定
に

な
る
。
客
観
的
な
評
価
制
度
が

必
要
で
あ
り
、
今
こ
そ
組
合
と

し
て
目
に
見
え
る
活
動
が
重
要

だ
と
報
告
さ
れ
た
。
②
西
東
京

市
職
員
労
働
組
合
田
中
書
記
長

よ
り
、「
雇
用
年
限
撤
廃
ま
で
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。
2
0
0
1
年
に
西
東
京

市
が
誕
生
し
て
か
ら
臨
時
非
常

勤
職
員
の
任
期
期
間
に
関
す
る

協
議
を
行
っ
て
き
た
こ
と
、
昨

年
度
に
お
い
て
勤
勉
手
当
支
給

に
あ
た
り
人
事
評
価
制
度
の
整

備
・
導
入
に
伴
い
雇
用
年
限
撤

廃
の
獲
得
に
至
る
ま
で
の
経
過

を
当
時
の
交
渉
内
容
を
振
り
返

り
な
が
ら
報
告
さ
れ
た
。
③
練

馬
区
立
図
書
館
専
門
員
労
働
組

合
の
船
津
執
行
委
員
長
よ
り
職

場
を
守
る
た
た
か
い
、
そ
し
て

更
新
回
数
上
限
の
撤
廃
に
つ
い

て
幾
多
の
困
難
が
あ
り
な
が
ら

も
練
馬
区
職
労
と
の
連
携
に
よ

る
長
い
交
渉
を
経
て
結
実
し
た

経
過
と
、
連
携
の
重
要
性
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。
④
町
田
市

会
計
年
度
任
用
職
員
労
働
組
合

の
伊
藤
書
記
長
か
ら
は
「
み
ん

な
で
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
組
合
員

の
声
、
そ
し
て
非
組
合
員
の
声

も
集
め
る
た
め
、
意
見
交
換
会

や
組
合
加
入
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

な
ど
の
、
仲
間
づ
く
り
へ
の
奮

闘
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

▲西東京市職労
田中書記長

▲東京ハローワーク非正
規職員労 五十嵐委員長

●
組
織
集
会

第
3
分
科
会

「
組
合
員
の
声
を
集
め
よ
う
！
」〜
要
求
書
作
成
と
交
渉
の
進
め
方
〜

第
3
分
科
会
は
公
共
民
間
職

場
の
単
組
む
け
に
、「
組
合
員

の
声
を
集
め
て
要
求
書
を
作
成

し
、
交
渉
す
る
」
と
い
う
一
連

の
流
れ
を
実
際
に
行
い
、
実
践

に
活
か
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
。公

共
民
間
単
組
の
多
く
が
、

組
合
活
動
の
基
本
「
要
求
―
交

渉
―
妥
結
」
の
年
間
サ
イ
ク
ル

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、

組
合
員
か
ら
「
組
合
が
何
を
や

っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」

「
加
入
し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、

脱
退
者
や
未
加
入
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
傾
向
が
多
く
見
ら
れ

る
こ
と
も
背
景
と
な
っ
て
い

る
。当

日
は
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
①
要
求
書
の
作
成
、

②
模
擬
団
交
に
む
け
た
作
戦
会

議
、
③
模
擬
団
交
、
④
振
り
返

り
を
行
っ
た
。
要
求
書
に
つ
い

て
は
、
何
が
課
題
な
の
か
、
ど

う
す
れ
ば
よ
り
良
い
労
働
条
件

を
勝
ち
取
れ
る
か
に
つ
い
て
、

各
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
作
成
し
た
。

模
擬
団
交
で
は
、
都
本
部
の

担
当
役
職
員
が
経
営
側
の
役
を

担
い
、
組
合
側
（
参
加
者
）
の

要
求
に
対
し
迫
真
の
演
技
で
回

答
を
突
き
返
す
場
面
や
、
参
加

者
が
そ
れ
に
応
戦
す
る
場
面
も

見
ら
れ
た
。
模
擬
団
交
は
1
ラ

ウ
ン
ド
15
分
と
し
、
そ
の
間
に

見
学
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
か
ら

気
づ
い
た
点
を
指
摘
し
て
も
ら

い
、
続
く
2
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉

で
は
、
経
営
者
側
を
唸
ら
せ
る

よ
う
な
戦
略
で
臨
ん
で
く
る
な

ど
、
参
加
者
は
し
っ
か
り
と
課

題
抽
出
や
模
擬
団
交
で
の
反
論

な
ど
が
行
え
、
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
っ
た
。

座
長
の
都
本
部
高
橋
副
委
員

長
よ
り
「
交
渉
の
手
法
は
、
単

組
そ
れ
ぞ
れ
で
工
夫
し
な
が
ら

進
め
て
も
ら
っ
て
良
い
と
思
う

が
、
と
に
か
く
職
場
課
題
を
要

求
交
渉
に
多
く
繋
げ
て
い
く
こ

と
で
、
自
分
た
ち
の
交
渉
力
ア

ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経

営
者
側
も
知
恵
や
ス
ム
ー
ズ
な

交
渉
力
を
つ
け
て
く
る
の
で
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

▲本番さながらの緊張感を伴う模擬団交が行われた。

機関紙パズル ほっと一息
【四字熟語パズル】
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を完成させてください。

⑵4つの○のそれぞれの漢字が解
答できたら、○の中の漢字を並
べ替えて四字熟語を完成させて
ください。

問題

▲町田会計年度労組
伊藤書記長

▲練馬図書館専門員労
船津委員長
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公競評

私
た
ち
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

「
岸
ま
き
こ
」
と
も
に
⑤

連 載

Ⓒ2023 佐喜眞美術館
ルミエール・プラス

Ⓒ2023YAGI Film Inc.

今
年
4
月
、
92
歳
で
亡
く
な

っ
た
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
フ

ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
の
生
き
た

日
々
を
綴
っ
た
。
1
9
3
1

年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
父

と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
母
と
の
間

に
ベ
ル
リ
ン
で
生
ま
れ
、
生
後

ほ
ど
な
く
日
本
で
暮
ら
し
始
め

た
が
、
父
は
日
本
に
な
じ
め
ず

数
年
で
帰
国
し
て
し
ま
う
。

幼
い
頃
、
母
が
弾

く
シ
ョ
パ
ン
の
「
ノ

ク
タ
ー
ン
」
に
魅
了

さ
れ
、
フ
ジ
コ
の
音

楽
の
旅
が
始
ま
っ

た
。
母
の
厳
し
い
レ

ッ
ス
ン
の
元
、
5
歳

か
ら
ピ
ア
ノ
を
始
め

た
。
東
京
藝
術
大
学

卒
業
後
、
28
歳
で
ド

イ
ツ
へ
留
学
し
た
。

優
秀
な
成
績
で
卒
業

後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
レ
ナ
ー
ド

・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
に
認
め
ら

れ
た
が
、
リ
サ
イ
タ
ル
直
前
に

風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
聴
力
を
失

う
。
耳
の
治
療
の
傍
ら
、
ピ
ア

ノ
教
師
を
し
な
が
ら
欧
州
各
地

で
演
奏
活
動
を
続
け
た
後
、
日

本
に
戻
る
。

数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
、

数
々
の
苦
難
が
あ
っ
て
も
フ
ジ

コ
は
ピ
ア
ノ
を
弾
き
続
け
た
。

1
9
9
9
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
Ｔ

Ｖ
特
集
「
フ
ジ
コ
〜
あ
る
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
軌
跡
〜
」
が
大
き
な

反
響
を
呼
び
、
フ
ジ
コ
ブ
ー
ム

が
お
こ
り
、
演
奏
会
を
再
開
し

た
。
こ
の
時
フ
ジ
コ
は
60
代
後

半
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら

90
歳
を
超
え
て
も
な
お
、
精
力

的
に
演
奏
を
続
け
、
世
界
の

人
々
を
感
動
の
渦
に
巻
き
込
み

公
演
は
ど
こ
も
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ

ト
。サ

ン
タ
モ
ニ
カ
、
パ
リ
、
東

京
に
家
を
持
ち
、
愛
す
る
猫
や

犬
に
囲
ま
れ
て
ピ
ア
ノ
を
弾
く

毎
日
が
、
彼
女
の
愛
す
べ
き
世

界
だ
っ
た
。
そ
ん
な
姿
と
と
も

に
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
「
ラ
・

カ
ン
パ
ネ
ラ
」「
別
れ
の
曲
」

「
月
の
光
」「
亡
き
王
女
の
た

め
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
」
な
ど
、

数
々
の
名
曲
の
演
奏
光
景
が
ち

り
ば
め
ら
れ
た
、
至
福
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
に
な
っ
て

い
る
。

日
々
の
生
活
の
中
で
、
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
は

誰
に
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
と
き
、
私
に
と
っ
て

い
つ
で
も
身
近
に
あ
る
音
楽

は
、
心
の
癒
し
で
あ
り
、
生
活

に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

音
楽
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
リ
ズ
ム
、
歌

詞
が
あ
り
、
私
た
ち
の
心
に
深

く
響
き
、
感
情
を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。

時
に
は
自
身
を
見
つ
め
直
す

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た

り
、
1
日
の
疲
れ
や
不
安
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
る
瞬
間
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
疲
れ
て
い
る
時
に

は
お
気
に
入
り
の
曲
を
流
し
た

り
、
穏
や
か
な
曲
を
選
ぶ
こ
と

で
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
心
が
嵐
の
よ
う
に
荒

れ
て
い
る
時
に
は
力
強
い
ビ
ー

ト
の
曲
が
自
分
の
内
な
る
感
情

を
表
現
し
整
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
音
楽
は
心
の
状
態

に
合
わ
せ
選
曲
す
る
こ
と
に
よ

り
一
層
の
効
果
を
発
揮
し
、
心

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
手
助
け
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
。

最
近
私
が
は
ま
っ
て
い
る
の

は
、
朝
目
覚
め
た
時
に
カ
ー
ペ

ン
タ
ー
ズ
の
楽
曲
を
聴
く
こ
と

で
す
。
そ
の
心
地
よ
い
歌
声

が
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
、

新
た
な
一
日
の
ス
タ
ー
ト
に
ぴ

っ
た
り
で
す
。

ま
た
、
朝
か
ら
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め
た
い
時
に
は
、
若

い
頃
に
親
し
ん
だ
デ
ィ
ス
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
懐
メ
ロ
を
流
し

な
が
ら
口
ず
さ
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
音
楽
を
楽

し
む
こ
と
で
、
慌
た
だ
し
い
朝

の
時
間
が
私
の
気
持
ち
を
落
ち

着
か
せ
、
1
日
を
元
気
に
乗
り

切
る
た
め
の
活
力
を
与
え
て
く

れ
る
の
で
す
。

忙
し
い
日
常
生
活
の
中
に
音

楽
を
取
り
入
れ
て
み
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
音
楽
の
持
つ

力
は
私
た
ち
の
心
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
、
よ
り
充
実
し
た
日
々

を
過
ご
す
助
け
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
自
分
自
身

の
心
を
整
え
る
手
段
の
ひ
と
つ

と
し
て
音
楽
を
活
用
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

な
か
が
み

の
り
よ

多
摩
川
競
艇
労
働
組
合

執
行
委
員
長

中
神

典
世

『
音
楽
で
心
を
癒
そ
う
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌�劇場公開日：2024年10月18日

東京では、ヒューマントラストシネマ有楽町、新宿ピカデリー、シネ・
リーブル池袋、Ｔ・ジョイPRINCE品川、MOVIX亀有、アップリンク
吉祥寺、イオンシネマ シアタス調布、MOVIX昭島で公開されている
Ⓒ2024「恋するピアニスト フジコ・ヘミング」フィルムパートナーズ

『
恋
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
』

�出身県：東京都
�組合歴：
2020年～執行委員長

世
界
中
か
ら
愛
さ
れ
、

人
々
の
心
を
震
わ
せ
て
き
た
ピ
ア
ニ
ス
ト

①
評
議
会
に
つ
い
て
簡
単
に
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
構
成
す
る
仲

間
の
皆
さ
ん
の
職
域
に
つ
い
て

も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

都
本
部
公
営
競
技
評
議
会
は

公
営
競
技
場
で
働
く
従
事
員
の

「
平
和
島
ボ
ー
ト
労
組
」「
多
摩

川
競
艇
労
組
」「
東
京
競
輪
労
組

（
立
川
・
京
王
閣
）」の
組
合
で

構
成
す
る
組
織
で
す
。
全
国
幹

事
を
一
名
選
出
し
、
全
国
規
模

の
幹
事
会
に
も
出
席
し
て
情
報

を
共
有
し
て
い
ま
す
。
職
域
や

開
催
日
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た
め

頻
繁
に
集
ま
る
こ
と
は
難
し
い

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い

の
課
題
や
意
見
交
換
な
ど
議
論

を
深
め
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
評
議
会
の
組
合
員
が

直
面
し
て
い
る
職
務
上
の
課
題

や
問
題
点
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
特
に
政
策
や
制
度
上
の
問

題
点
、
解
決
す
べ
き
点
は
あ
り

ま
す
か
？

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
催

者
が
地
方
自
治
体
で
あ
り
、
そ

こ
で
雇
用
さ
れ
る
会
計
年
度
任

用
職
員
で
す
が
、
公
営
競
技
場

の
従
事
員
は
年
末
年
始
、
休
日

・
祝
日
勤
務
も
多
く
市
の
職
員

と
大
き
く
形
態
が
違
い
ま
す
。

し
か
し
、
労
働
条
件
等
に
つ
い

て
は
、
県
や
市
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
準
ず
る
た
め
手
当
や

割
増
の
交
渉
が
難
し
く
病
気
休

暇
も
無
給
で
す
。
安
心
し
て
働

け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
正
規
職
員
と
同
様
の
病
気

休
暇
制
度
の
整
備
は
切
実
な
願

い
で
す
。

③
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、

評
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

私
た
ち
公
営
競
技
評
議
会
は

約
3
ヵ
月
に
一
度
幹
事
会
を
開

き
、
他
の
単
組
と
情
報
交
換
や

疑
問
・
不
安
点
を
話
し
合
い
、

要
求
書
の
提
出
や
交
渉
の
対
策

な
ど
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善

に
む
け
、
様
々
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

に
一
度
全
国
幹
事
会
を
地
区
ご

と
に
行
い
取
り
組
み
状
況
の
報

告
会
、
二
年
ご
と
に
は
全
国
交

流
集
会
と
し
て
全
国
の
公
営
競

技
場
で
働
く
仲
間
と
集
ま
り
、

職
種
別
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

お
互
い
の
問
題
を
認
識
し
て
課

題
を
解
決
す
る
手
段
を
構
築
し

て
い
ま
す
。

④
最
後
に
、
岸
ま
き
こ
議
員
へ

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
一
般

組
合
員
へ
の
呼
び
か
け
を
お
願

い
し
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
労
働

条
件
改
善
な
ど
は
法
改
正
を
伴

う
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

組
合
員
の
声
を
反
映
さ
せ
た
闘

争
活
動
の
た
め
に
も
「
岸
ま
き

こ
」
さ
ん
の
必
勝
を
祈
念
し
、

心
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
た
ち
労
働
組
合
が
行
う

政
治
活
動
の
必
要
性
を
理
解

し
、
学
習
会
や
後
援
会
入
会
の

取
り
組
み
な
ど
全
員
で
団
結
を

強
化
し
ま
し
ょ
う
。

都
本
部
は
、
2
0
2
3
年
9
月
の
第
49
回
中
央
委
員
会
に

お
い
て
自
治
労
組
織
参
議
院
議
員
の
「
岸
ま
き
こ
」
さ
ん
を

2
0
2
5
年
に
行
わ
れ
る
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
組
織

内
候
補
予
定
者
と
し
て
推
薦
決
定
し
ま
し
た
。
都
本
部
に
は

職
域
や
年
齢
な
ど
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
で
情
報
を
共
有
し
合
う

補
助
組
織
（
評
議
会
な
ど
）
が
存
在
し
ま
す
。
本
連
載
で
は

各
組
織
代
表
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
働
く
上
で
の
課
題
と
各
組

織
の
取
り
組
み
紹
介
と
と
も
に
、
な
ぜ
私
た
ち
の
声
を
国
政

に
届
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
に
つ
い
て
お
話
を
い
た

だ
き
ま
す
。
第
5
回
は
公
営
競
技
評
議
会
議
長
の
横
井
優
佳

さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

公営競技評議会
よこ い ゆう か

議長 横井 優佳
平和島ボート労働組合

執行委員長

監
督
：
小
松
莊
一
良
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